
星空ガイド １０月１６日～１１月１５日

※惑星は２０２５年１１月１日の位置です。

よいの星空
１０月１６日２２時頃

１１月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
１０月１６日 ４時頃

１１月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

１０ １６ 木 ６：０４ １７：２２ ０：４４ １４：４７ ２４.３

２１ 火 ６：０８ １７：１６ ５：４２ １６：５１ ２９.３

２６ 日 ６：１２ １７：１０ １０：３４ １９：５１ ４.６

１１ １ 土 ６：１８ １７：０４ １４：２７ １：０１ １０.６

６ 木 ６：２２ １６：５９ １７：１４ ６：５８ １５.６

１１ 火 ６：２７ １６：５６ ２２：３５ １２：１４ ２０.６

１５ 土 ６：３１ １６：５３ １：４２ １４：０８ ２４.６

星空ガイド

２



↑↑
ペペガガスススス座座５５１１番番星星ｂｂのの場場所所

ペガスス座５１番星ｂの想像図
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太陽系外惑星ペガスス座５１番星ｂ

秋の夜空に見ごろを迎えるペガスス座。その前胸

のあたりにある５等星は、星空のきれいな場所でなら

肉眼でも見ることができます。今から３０年前、この

恒星の周りに世界で初めて太陽以外の恒星を公転

する惑星＝太陽系外惑星が発見されました。ペガ

スス座５１番星ｂと名付けられたこの星の発見は、宇

宙は我々が思っているよりも遥かに多様性に満ちて

いることを教えてくれるきっかけとなりました。

この宇宙に地球のような惑星はあるのか？天文学者は太陽系の外を探しました

が、太陽系外惑星は一向に見つかりませんでした。それは、地球のような性質をもつ

惑星を発見することは、現代の技術をもってしても難しかったからでした。しかし、ひと

たび太陽系の常識から離れて考えたとき、太陽系外惑星の発見は転換点を迎える

ことになります。

ペガスス座５１番星ｂは、中心の恒星のすぐ近くを

回る、木星の半分ほどの質量をもつ惑星です。太陽

系の常識では考えられないこうした惑星の存在を、

当時の天文学者は想定していませんでした。しか

し、ペガスス座５１番星ｂの発見以降、先入観なく

データを分析することで、様々な特徴をもつ系外惑

星が次々と発見されていくことになります。また技術が進むことで、太陽系外惑星発

見のための様々な方法が編み出され、２０２５年８月１４日時点で５９８３個が見つか

っています。そうした惑星の中には、中心の恒星から程よい距離にある地球型惑星

がいくつか発見できるようになってきました。宇宙において地球のような惑星は稀なの

か。それともまだ人類の技術が発見できるレベルに達していないだけなのか、今後の

研究に目が離せません。
三田村 耕平（科学館学芸スタッフ）

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

１０ １７ 金 木星が西矩

２０ 月 土用の入（太陽黄経２０７°）

明方に月と金星がならぶ

２１ 火 ●新月（２１時）

２３ 木 霜降（太陽黄経２１０°）

２４ 金 月が今月最遠（９時・４０６３１１㎞）

夕方に月と水星と火星がならぶ

３０ 木 上弦（１時）

水星が東方最大離角

月 日 曜 主な天文現象など

１１ ２ 日 後の月

月と土星がならぶ

５ 水 ○満月（２２時）

６ 木 月が今年最近（７時・３５６７２３㎞）

すばる食（２３時すぎ～翌１時）

７ 金 立冬（太陽黄経２２５°）

１０ 月 月と木星がならぶ

１２ 水 下弦（１４時）
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